
地区名 番号 1

タイトル

担当課

　
　瑞浪駅周辺まちづくりにおける駅北地区事業では、約２．５ｈａの用地の中に４
５０～５００台程度の駐車スペースの確保を予定しています。現在、瑞浪市総合文
化センターの駐車場は約１８０台ですが、満車になるようなことはよほど大きなイ
ベントの時だけかと思います。駅北に整備される複合公共施設を利用される方は、
数時間の利用が多いものと想定していますので、駐車場の利用者は入れ替わること
から、現状の駅北の駐車台数３７０台に加え、これくらいの台数が確保されれば、
皆様が不便に思うようなことはないと考えています。
　また、複合公共施設が西側にそれほど伸びるものではない上、北口の改札ができ
れば、極端に駅の利用者が歩くのに遠くなってしまうものではないかと思います。
　複合公共施設の利用者数の想定については、具体的な数字は分かりませんが、今
後の基本設計、実施設計を行うにあたり、盛り込んでいけるかと思いますが、相当
の利用者があることを期待しています。毎日でも利用したいと思える施設を目指し
ていきます。

日吉地区

　「瑞浪駅周辺のまちづくり」駅北エリアについて

ご意見の内容

　
　瑞浪駅北には市営駐車場があり収容台数370台（R5.7.4瑞浪市HP）となってい
ます。駅へのアクセスも良く利用させていただいています。
　「瑞浪市注目事業概要」（R4.1）の再開発事業を拝見すると、駅の近くに複合施
設を建設し、駐車場は現在、民間企業がある場所に移動するようですが、収容台数
はどのようになりますか。これまでより遠くなるように思います。また、複合施設
の利用者も使用すると不足することがないか心配です。

市長の回答 都市計画課
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地区名 番号 2

タイトル

担当課

　
　雨降り峠のお話は、大変危険だと感じました。普段、通られる中で道路の異変に
気付いた場合、土木課へ連絡をお願いします。市でも見回り等ができればいいので
すが、なかなか市内全域を把握することはできない状況ですので、皆様の協力によ
り早期発見、修繕をしていければと思います。
　瑞浪市では、鳥獣による被害を防止するため、瑞浪市鳥獣被害対策実施隊により
イノシシやニホンジカの捕獲を行っております。また、県と連携し捕獲１頭あたり
に報奨金を支払っています。市内各所に罠を設置しており、罠で鳥獣が捕獲される
と、お知らせが届くというようなICTを活用した取組も行っています。令和４年度に
はイノシシを５４０頭（県事業含む）、ニホンジカを２４頭捕獲しております。皆
様が安心して暮らせるよう、今後もイノシシやニホンジカなどの捕獲を継続して実
施し、鳥獣による被害対策を推進してまいります。
　また、イノシシによる田畑への被害対策としまして、電気牧柵の購入費の補助制
度やワイヤーメッシュ柵の支給を行っておりますので、ご活用ください。

日吉地区

　野生動物の被害について

ご意見の内容

　
　ここ数年、野生動物が農作物を荒らし、道路沿いを掘り返すなどの被害が確実に
増加しています。行動も夜間に限らず日中も平然と見かけるようになりました。見
かける動物もイノシシだけでなく、鹿、猿等と種類も増えています。
　駆除に携わっていただいている猟友会員も少なくなっており、駆除の増加も望め
ません。
　現在も対策を実施していただいているところですが、一層の強化をお願いしたい
と思います。
　せっかく作った農作物が食い荒らされ、住宅の目と鼻の先の道路沿まで掘り返さ
れては、この地域を守っていこうとする思いも萎えてしまいそうです。
　また、整備された雨降り峠について、道路脇をイノシシが荒らしており、道路に
石が落ちてくるのを何度がみかけました。危ない状況です。

市長の回答
農林課
土木課
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地区名 番号 3

タイトル

担当課

　
　新丸山ダムの建設、新五月橋の計画は順調に進んでいます。令和１０年頃には新
五月橋が完成し、その後新丸山ダムが完成するのではないかと思います。
　これらの活用について、国土交通省が主体となり、瑞浪市、恵那市、八百津町、
御嵩町の2市2町が連携し、検討しています。
　2市２町を含む新丸山ダム水源地域協議会が作成する「新丸山ダム周辺地域振興ビ
ジョン」に基づき、地域活性化の取組を検討していますが、各自治体がそれぞれの
魅力を持ち寄って、それらの魅力ある資源を周遊していただくことによって、地域
活性化につなげていきたいとの想いです。
　既に地域の方々にも、その活用について何かあるかを聞いたこともあったかと思
いますが、これからが具体的にすすめていく段階ですので、皆様からもご意見やご
提案をいただけましたら、このビジョンに盛り込んでいけると思います。
　地元の皆様も市に任せるというわけではなく、日吉町の活性化につながる資源に
なる可能性があるかと思いますので一緒になってそれぞれの役割で進めていければ
と思います。
　

日吉地区

　新五月橋の活用計画について

ご意見の内容

　
　令和10年頃に新五月橋が完成すると聞いており、瑞浪市に新たな交流軸が生まれ
ます。北へ行き止まりであった日吉地区には大きな期待となっています。
　令和6年度から始まる第7次瑞浪市総合計画に向け、計画策定が進められていると
思いますが、新たな交流軸を活用することは、総合計画に盛り込まれるものと思っ
ています。せっかくの新五月橋を市の活性化につなげなければもったいない話で
す。
　日吉町でも地域計画策定に向けワークショップが始まりましたが、この計画に新
五月橋の活用を盛り込むことは、まちづくり推進組織には荷が重過ぎます。
　つきましては、総合計画に新たな交流軸の活用を明記していただくとともに、
ハード・ソフト両面からの活用計画を、市が主導して策定いただきたいと思いま
す。

市長の回答 企画政策課
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地区名 番号 4

タイトル

担当課

　
　日吉町での子育ての課題は、他地域でも共通の課題であり、日吉町のこの取組が
他地域でのモデルケースにもなりうるのではないかとの想いから、実現をいただき
ました。
　「日吉てらこや」を実際に視察させていただき、これほど多くの方が望んでいた
ものだったのかと改めて認識しています。
　3年間という現行の補助制度はしっかりと活用いただきながら、放課後教室に移行
するためにどのようにしたらいいのか、地元にどのような協力をいただかないとい
けないのかを検討していければと思います。日吉地区及び陶地区以外の市内各地区
では、放課後児童クラブが運営されていますが、子の運営にも関わってくることか
ら、日吉全体でこの課題を考えていければと思います。
　まずは今年、来年と継続して進めていただきながら、今後に向けて検討ができれ
ばと思います。
　放課後教室には、必要なコーディネーターや教育活動推進員、教育活動サポー
ター、地域住民や大学生・企業OBなど様々な人材の協力を得て、放課後等に全ての
子供を対象として学習支援や多様なプログラムが実施できるよう、検討を重ねてい
きます。
　仮に移行が難しいという話になっても、3年間で補助金を打ち切ることがないよう
に、今の取組を継続いただけるような支援をしていきたいと考えています。

日吉地区

　今後の「日吉てらこや」について

ご意見の内容

　
　日吉てらこやでは、全校生徒７６名のうち３７名の児童の参加があり、地域の皆
様と協力しながら、たくさんの学び、気づきを与えてくれる機会となっています。
　この取組は、夏休み以降も続けていきたいを考えています。
　今後の「日吉てらこや」について、持続可能にしていくためには、放課後教室へ
移行していけるよう市の協力をお願いしたいと思います。
　放課後教室の要綱をみると、放課後に安全かつ安心な活動を確保し、地域の方々
の協力を得ながら。様々な体験学習、交流を通じて子どもたちが、社会性や創造性
を育む場を提供するものとなっています。日吉てらこやは、これに該当するものと
思います。
　市からの補助金は今年含め３年と言われており、今後この取組を継続していくた
めにも、放課後教室として動き出せるよう支援をお願いします。放課後教室として
何が必要なのか、できることやできないこと等を教えてください。

市長の回答
社会教育課
子育て支援課
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地区名 番号 5

タイトル

担当課

　太陽光発電設備の設置は全国的に課題であると思いますが、政府では積極的に推
進してきた経緯があります。市にも設置の申請が挙がってきますが、無条件に認め
るわけではなく、条例（※）に基づき、地域の了解を得ながら計画を進めていただ
くようにしていただいています。
　しかし、国の方針もあることから、設置を禁止することまではできない状況にあ
りますが、市長会等の場で、国へ要望はさせていただいています。
　山を切り開いて設備を設置しなくとも、屋根等それ以外の部分で何とかならない
ものかと思う部分があります。事業者に対する指導はしていきたいと考えています
が、設置を止めるまでには至らないのはご理解をいただきたいところです。
　日吉町では匂いの問題もあるかと思いますが、鶏卵等は大きな産業の一つです。
事業者にも設備改修等を行っていただくなど自己防衛を強化いただいており、以前
よりは改善されている状況です。環境基準以上の数値が感知されれば、指導もでき
ますので環境課に連絡をいただければと思います。

（※）条例名：瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の設置と自然環境等の
保全との調和に関する条例

日吉地区

　太陽光発電設備の設置に伴う自然破壊について

ご意見の内容

　日吉町の魅力は自然であると思います。産業、商業施設もあまりない。
　自然環境を守っていくことが必要であると思います。
　太陽光発電設備の設置に伴い、自然環境が破壊されることが気にかかっていま
す。
　自然環境を守るための条例等をさらに強化できなないものでしょうか。

市長の回答
環境課

都市計画課
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地区名 番号 6

タイトル

担当課

　土岐市立総合病院は、土岐市が建設し所有する建物であり、土岐市が運営してい
ました。現在は、指定管理者制度によりJA岐阜厚生連が運営しています。そのた
め、土岐市において後利用を考えられます。
　東濃厚生病院は、JA岐阜厚生連の所有の土地、建物です。そのためJA岐阜厚生連
が後利用を決められます。最終的には解体される可能性もありますが、その解体費
用について市が支援するという事はありません。しかし、建物は築26年程度であ
り、耐用年数もあるため、恵那市とともに有効活用いただけるような後利用をお願
いしています。その中で、診療機能は残していただくよう要望しているところで
す。
　何人の医師を確保いただけるか分かりませんが、一次医療ができる体制を整えて
いただけるよう、要望しています。
　また、２７０床の病床がありますので、介護、福祉、健康増進、リハビリができ
るような施設の活用についても要望しているところです。

日吉地区

　東濃厚生病院の後利用について

ご意見の内容

　東濃厚生病院は閉院するいうことですが、後利用についてはしっかり検討してい
ただきたいです。もし、解体するとなると、その費用を市では賄いきれないのでは
ないでしょうか。

市長の回答 健康づくり課
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地区名 番号 7

タイトル

担当課

　瑞浪市も地権者の一人ですので、後利用を考えていきたいです。当該地は、あく
まで残土を埋め立てるのみで、建物を建てられるようにと整備をしてきた土地では
ない状態です。まずは、建物を建てられる土地かどうかをまず調べないといけませ
ん。
　市としましては、その土地をしっかりと調べさせていただきたいと思います。ど
のくらいの程度であれば可能なのか、太陽光発電設備ならいいのか。路盤の可能性
を調査して皆様に説明していきたいと思います。

日吉地区

　リニア残土置き場の後利用について

ご意見の内容

　リニア残土埋立地の所有者は遠方の方もいる。埋立が今後終了した際に、地権者
に返されるが、一連の平らな土地ができた際、個々に転売され、南垣外区に迷惑な
施設ができることを懸念しています。今できることは、工場等を誘致して、地権者
に賃料が入るような仕組みがいいかと思ったところです。地権者組合を作って守っ
ていくという案もありますが、地権者が地元だけではないため、なかなか統制が難
しい状態です。
　企業が活用されるような場所にならないものでしょうか。

市長の回答 企画政策課
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地区名 番号 8

タイトル

担当課

　現在、県に営業許可、製造・販売等について岐阜県に確認しております。岐阜県
の見解が示されましたら、連携して対応してまいります。
　河川の水質検査は、環境課が日吉町内で年２回、５箇所で実施しており、いずれ
も水質に大きな異常は見られませんでした。養鶏場の消毒薬は逆性石鹸をメーカー
が指定する希釈倍数である1000倍を遵守し使用していただいておりますが、市とし
ては今後も環境への配慮を欠かさないよう注視してまいります。一般的には、車両
に噴霧する使用方法で、河川に流入することはありませんが、養鶏場には、注意喚
起のため改めて通知します。
　臭気の問題につきましても、岐阜県の臭気対策事業や農林課のアンモニア定期測
定によりその都度養鶏場に対して指導し、環境改善に努めてまいります。

日吉地区

　民間事業による環境への影響について

ご意見の内容

　日吉町の弁天池の南側にある空家で、アヒルを孵化直前まで育てる事業をしよう
とする事業者がいます。事業者に孵化しなかった卵の処理の仕方等確認したとこ
ろ、業者側の対応は曖昧であり、より丁寧な応答が必要であると考えます。
　日吉町内には養鶏場があり、消毒用の薬剤が道路に大量に撒かれていますが、そ
れが日吉を流れる川を汚染していないか心配です。河川水質調査はどのくらい行わ
れているのでしょうか。
　また、鶏糞の悪臭が漂い不快ですので対応いただけないでしょうか。

市長の回答
家畜診療所
環境課
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